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本日のタイムスケジュール

# プログラム 登壇者 時間

1 開会のご挨拶
高知県林業振興・環境部 環境計画推進課

課長 高橋 宏和
13：30 ～ 13：33

2 先行地域からのご講演（講演50分・質疑応答10分）
高知ニューエナジー株式会社

代表取締役社長 廣見哲夫
13：33 ～ 14：33

ー 休憩 ー 14：33 ～ 14：38

3 ペロブスカイト太陽電池の実証事業や開発動向の紹介
デロイト トーマツ リスクアドバイザリー

高瀬 康平
14：38 ～ 14：48

4 グループワーク進行説明／脱炭素化事例集の紹介
デロイト トーマツ リスクアドバイザリー

高瀬 康平
14：48 ～ 14：55

5 グループワーク：太陽光発電・ヒートポンプの導入検討
各グループ

14：55 ～ 15：40

6 グループワーク：各グループからの発表・質疑応答
各グループ

15：40 ～ 15：50

7 アンケート記入
各参加者

15：50 ～ 15：55

8 次回研修のご案内
高知県林業振興・環境部 環境計画推進課

 課長 高橋 宏和
15：55 ～ 16：00
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1. 開会のご挨拶

高知県林業振興・環境部 環境計画推進課 課長

高橋 宏和



2. 先行地域からのご講演
～高知県施設園芸に於ける新加温システム導入の必要性と課題～

高知ニューエナジー㈱ 代表取締役社長 廣見 哲夫
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3. ペロブスカイト太陽電池の実証事業や開発動向の紹介

デロイト トーマツ リスクアドバイザリー 高瀬 康平
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ペロブスカイト太陽電池の概要

ぺロブスカイト太陽電池は、太陽の光エネルギーを電気に変換する結晶構造を持つ「ペロブ
スカイト」という鉱物を用いた太陽電池であり、軽く柔軟な特性を持たせることが可能です

技術内容・性質

用途・効果

市場導入時期

導入ポテンシャル量

• 太陽の光エネルギーを電気に変換する結晶構造を持つ、ペロブスカイトという鉱物を用いた「ペロブス

カイト半導体」を使った太陽電池
• フィルムなどの基板に溶液を塗布して作製するため、"塗る太陽電池”と呼ばれている
• 製造コストを安価にできると見込まれるほか、軽く柔軟な特性を持たせることが可能

• 製造コストが安価なため、従来のシリコン太陽電池に比べ、価格が1/5から1/3程度と安価
• 軽く柔軟な特性により、壁や窓、車体、低耐荷重の建物、折り曲げられる柔軟性のある形状への

設置が可能
• 従来のシリコン電池に比べ変換効率が低く、近年は上昇傾向にあるものの、世界最高記録は

17.9%（パナソニック）となっている（シリコン電池の世界最高効率は26.7%）
• 水分や酸素の影響を受けやすく耐久性が低く、大面積化が困難という課題がある
• 微量だが鉛が利用されている

• 概ね2025年頃

• ※実証・デモンストレーションフェーズ

• 現時点で日本国内におけるぺロブスカイト導入ポテンシャルを推計された事例はない

• 現在、政府施設での導入目標の検討に向けて、政府が保有する建築物において、設置に適した屋
根や壁面を調査/確認中（環境省）
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ペロブスカイト太陽電池の特徴と開発動向

従来型の太陽電池と比較して製造コストが低く、軽量性や柔軟性を確保しやすいことが期
待されており、大手企業においても技術開発が進められています

出典：経済産業省「分野別投資戦略参考資料（次世代再エネ）」（2023年12月22日GX実行会議取りまとめ）

https://www.meti.go.jp/press/2023/12/20231222005/20231222005-14.pdf 

https://www.meti.go.jp/press/2023/12/20231222005/20231222005-14.pdf
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日本におけるペロブスカイト太陽電池の研究開発状況

日本はペロブスカイト太陽電池の技術開発における大型化・耐久性の分野で世界をリード
しており、特に積水化学工業は2025年の事業化を目指し実用化を進めています

出典：経済産業省「分野別投資戦略参考資料（次世代再エネ）」（2023年12月22日GX実行会議取りまとめ）

https://www.meti.go.jp/press/2023/12/20231222005/20231222005-14.pdf 

https://www.meti.go.jp/press/2023/12/20231222005/20231222005-14.pdf
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ペロブスカイト太陽電池の社会実装に向けた今後の政策の方向性

県・市町村としては、実証事業への協力、域内における需要の喚起に向けた施策を展開す
ることで、いち早くペロブスカイト太陽電池の導入に取り組むことができるものと思料します

出典：経済産業省「分野別投資戦略参考資料（次世代再エネ）」（2023年12月22日GX実行会議取りまとめ）

https://www.meti.go.jp/press/2023/12/20231222005/20231222005-14.pdf 

https://www.meti.go.jp/press/2023/12/20231222005/20231222005-14.pdf
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ペロブスカイトと従来型結晶Si系との住み分け

ぺロブスカイトは短期的には従来型結晶Si系を補完する役割を果たすと想定され、壁面や
耐重性が低い屋根への導入が優先されると推察します

出典：NEDO2023年度成果報告会プログラムNo.40資料にデロイト加筆、* 株式会社富士経済,新型・次世代太陽電池の開発動向と市場の将来展望, 2020.３

ぺロブスカイトは従来型結晶Si系と比較して単位面積当たりの重量の軽さに特徴があり、これまで設置困難だった屋根や壁面への設置が可能
今後、モジュール変換効率が従来型結晶Si系と同等レベルに到達し、製造も安価(1/3~1/5程度)であるため、長期的には結晶Si系と競合すると推察
 その一方で、2030年時点のぺロブスカイト市場規模予測は900億円で、現時点の結晶Si系の約1/45であり、本格的に結晶Si系と競合するのは2030
年以降と思料

ぺロブスカイトは結晶Si系を補完する役割に着目し、短期的には壁面や耐重性が低い屋根への導入が優先されると推察

市場規模*
2030年：900億円

市場規模*
2019年：41,730億円
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ペロブスカイト太陽電池の導入に向けた動き方

直近の動きとして、政府施設におけるペロブスカイト太陽電池の導入が検討されており、ま
ずは屋根や壁面の面積をもとにポンテシャルの把握が必要であるとされています

出典：環境省「政府施設におけるぺロブスカイト太陽電池の率先導入に向けて」

https://www.env.go.jp/content/000211383.pdf 

ペロブスカイト太陽電池について、まずは公共施設における
導入目標を検討し、導入に取り組むことが明記される

導入目標の検討にあたり、屋根や壁面の面積を調査・確
認することで、導入ポテンシャルの把握が必要とされている

今後は各府省庁保有施設での調査を進める想定であるが、

農業部門においても導入ポテンシャルの調査は必須の作業
であると資料される

https://www.env.go.jp/content/000211383.pdf
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ペロブスカイトの設置条件およびポテンシャル推計で必要な情報

壁面へのペロブスカイト設置可能建造物の条件として、壁面が湿式で築40年以下である
必要があり、ポテンシャル推計には壁面面積と方角を把握する必要もあります

出典：環境省「政府施設におけるぺロブスカイト太陽電池の率先導入に向けて」

https://www.env.go.jp/content/000211383.pdf 

（条件1）設置建造物の壁面素材
・湿式（コンクリート）：〇

・乾式（サイディング）：△（事前調査で確認必要）

（条件2）設置建造物の築年数
ぺロブスカイト太陽電池を打ち込む建築年数：築40年以下

（必要な情報1）設置建造物の壁面・窓の面積
壁面の算定方法：床面積から推計する方法、図面から計算
する方法

（必要な情報2）設置建造物の壁面の方角
・南面だけでなく、東面、西面も設置すると想定

・方角ごとに周辺の建築物を確認し、年間を通して日陰にな
るか確認

https://www.env.go.jp/content/000211383.pdf
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ペロブスカイト導入ポテンシャルの把握の進め方

まずは県が保有する建築物を対象として推計を進めるのが一案であるが、農業部門におい
てはJAの施設や牛舎や施設園芸でも同様の手法での推計が実施できるものと思料します

* 出典： 【早見表付き】外壁塗装の面積(平米・坪数)を計算する方法｜外壁塗装110番 (gaiheki110.com)

現状

• 現時点で日本国内におけるぺロブスカイト導入ポテンシャルを推計された事例はない

• 現在、政府施設での導入目標の検討に向けて、政府が保有する建築物において、設置に適した屋根や壁面を調査/確認中
（環境省）

示唆

• 民間にてどの程度導入ポテンシャルがあるのかについては、建築物対象の絞り込みが困難

➢ 想定導入先：ビルの壁面、商業施設の壁面、工場の屋根 etc
• まずは高知県が保有する建築物への導入を検討し、そのポテンシャルを推計するのが妥当ではないか

今後の

方向性

• 高知県が保有する建築物へのぺロブスカイト導入を想定し、高知県における2030年のぺロブスカイト導入ポテンシャルとして、メー
カーとの交渉材料とすることはいかがか

Step.1 高知県が所有する建築物の情報を収集し、対象とするものを選別

Step.2 対象とする建築物の延床面積から壁面面積を推計

Step.3 推計した設置可能な壁面面積を基に設置可能容量を算定

・・・

・・・

・・・

• 条件1：湿式(コンクリート)の建築物
• 条件2：築年数40年以下

• 延床面積から壁面面積を推計する方法*
延床面積(m2)×係数(=1.1)

• 壁面面積×単位当たり設置可能容量(kW/ m2)

ポテンシャル推計手順(案)

https://www.gaiheki110.com/keisan/gaiheki-menseki.html


14

積水化学工業㈱と㈱TERRAによる実証実験

積水化学工業とTERRAは、千葉県匝瑳市において営農型太陽光発電へのペロブスカイト
太陽電池の導入を目指し、共同で実証事業を行っています

* 出典：https://www.sekisui.co.jp/news/2024/1405548_41090.html 

実証実験の

内容

• 営農型太陽光発電（ソーラーシェアリング）へのフィルム型ペロブ

スカイト太陽電池の設置方法の確立

• レンズ型モジュールにおける曲面での発電効率の測定、予測値と

実測値の比較

• 営農型太陽光発電（ソーラーシェアリング）設備下で栽培する

農作物への影響調査

今後の展開

• 本実証により営農型太陽光発電（ソーラーシェアリング）への再

エネ導入手法を確立し、日本全国、水田を含めさまざまな圃場

へ展開、さらに農業分野における適用範囲を広げ、遊休農地、

耕作放棄地へのペロブスカイト太陽電池の適用なども共同開

発することを計画

• 積水化学は独自技術である「封止、成膜、材料、プロセス技

術」を活かし、フィルム型ペロブスカイト太陽電池開発の肝といわ

れる屋外耐久性において、10年相当を確認し、30cm幅のロー

ル・ツー・ロール製造プロセスを構築

• 発電効率15%のフィルム型ペロブスカイト太陽電池の製造に成

功しており、さらなる耐久性や発電効率の向上、1m幅の製造

技術の確立に向けて開発を加速

• 一方、TERRAは営農型太陽光発電に特化して発電事業等を

行う企業であり、千葉県匝瑳市の先行地域の事業に参画

事業開始

の背景

取組の詳細
⚫ 曲面レンズ型に配置したフィルム型ペロブスカイト太陽電池

⚫ 実証で使用する設備

https://www.sekisui.co.jp/news/2024/1405548_41090.html
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ノウタス㈱によるペロブスカイト太陽電池の実証実験

自社農園でのブドウ栽培等を手掛けるスタートアップであるノウタス社は、宮坂力特任教授
と連携して、農地におけるペロブスカイト太陽電池の実証に取り組んでいます

* 出典：https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUF0234Q0S4A001C2000000/?msockid=3bc88ee0d4aa696314bb9ad1d54068ed 

実証実験の

内容

• 1,000平方メートルのブドウ畑の一角に、ペロブスカイト太陽電池

3枚をつなげた監視カメラを設置。ペロブスカイト太陽電池による

電力でのカメラの稼働実験を行う

• 発電部分の面積は約1,200平方センチメートルで、重さは約300

グラム

• 監視カメラにはリチウムイオン電池も接続し、余った電気を溜めら

れる仕組みを構築

今後の展開

• ノウタスが提携している長野県のブドウ畑や愛媛県のミカン畑で

同様の実証実験を行うことを計画

• ペロブスカイト太陽電池は軽量であるため、移動・再設置が容

易であり、柔軟に獣害対応装置を稼働させることが可能になる

と期待している

• 自社農園での「シェアツリー」サービスや農業コンサルティングを手

掛けるノウタス㈱の自社農園（高槻市）にて、ペロブスカイト太

陽電池の開発者である宮坂力特任教授（桐蔭横浜大学）

が共同で実証事業を開始

• 農場ではツキノワグマやアライグマの被害が深刻化しており、省電

力で監視カメラを動かせないか検証していた

事業開始

の背景

取組の詳細
⚫ ブドウ畑にペロブスカイト太陽電池を設置する様子

⚫ ノウタス社の取り組み（一例）

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUF0234Q0S4A001C2000000/?msockid=3bc88ee0d4aa696314bb9ad1d54068ed


4. グループワーク進行説明／脱炭素化事例集の紹介

デロイト トーマツ リスクアドバイザリー 高瀬 康平
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ワークショップの進め方

「導入が進んだ要因」「導入でうまくいかなかった点」「導入に向けた懸念点・悩み・相談」を
挙げたうえで、それに対する解決策の案を出し合っていただきます

使える補助

制度がわか

らない

農家への説

明方法が

わからない

導入が進んだ要因 懸念点・悩み・相談

合意形がで

きなかった

農業者が

意欲的

だった

〇〇の

支援を

行った

導入でうまくいかなかった点

メンテナンス

費用が想

定より上昇

予算が

取れない

第１ラウンド 第２ラウンド

➢ 農地において太陽光発電/ヒートポンプを導入したことがある市町村は、
「導入が進んだ要因」および「導入でうまくいかなかった点」を付箋に書
きます

➢ 農地において太陽光発電/ヒートポンプを導入したことがない市町村は、
「懸念点・悩み・相談したいこと」を付箋に書きます

➢ 作成した付箋は、模造紙の対応する領域に貼ってください

➢ 各テーブルの県職員は、貼られた付箋を見て、類似する内容を近くに
貼ってマルで囲むなどグルーピングを行ってください

➢ オンラインでは、事務局の誘導に沿ってご発言ください。皆様の発言は
事務局でメモを取り、画面共有で投影します

〇〇に

助成金を

出した

➢ 他自治体の「導入が進んだ要因」等を参考に、「導入でうまくいかな

かった点」や「懸念点・悩み・相談したこと」がどのように解消できるのか
考え、付箋に書きます

➢ 他自治体が記入した「うまくいかなかった点」や「懸念点・悩み・相談し

たこと」に対する解決策を考えても、自団体が記入したものに対する解
決策を考えても構いません

➢ 記入した付箋はグループ内で発表したうえで、対応する「 うまくいかな
かった点」や「懸念点・悩み・相談したこと」の付箋の傍に貼ってください

➢ オンラインでは、事務局の誘導に沿ってご発言ください。皆様の発言は
事務局でメモを取り、画面共有で投影します

事業者と

揉めた

導入したことがある市町村 導入したことがない市町村

〇〇が

説明する

〇〇部門と

協力

模造紙の作成イメージ（現地）
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導入が進んだ要因

導入でうまくいかなかった点 解決策

懸念点・悩み・相談 解決策

太陽光発電/ヒートポンプを導入したことがある市町村 太陽光発電/ヒートポンプを導入したことがない市町村



5. グループワーク：太陽光発電・ヒートポンプの導入検討
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6. グループワーク：各グループからの発表・質疑応答

20



7. アンケート記入

21
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現地でご参加の方は表示されたQRコードを読み取って、アンケートへご回答ください
オンラインでご参加の方は、チャットでお送りしたURLよりアンケートへご回答ください

⚫お手数をおかけしますが、以下のURLまたはQRコードよりアンケートにご回答お願いいたします（所要時間：5分）

https://forms.office.com/e/b1ZtWTGHkr 

https://forms.office.com/e/b1ZtWTGHkr


8. 研修総括・閉会挨拶

高知県 林業振興・環境部 環境計画推進課

課長 高橋 宏和
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